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■特定器材マスターの改定に伴う未コード化特定器材の記録について

未コード化特定器材を記録する場合に使用している特定器材コード「（その他の特定器材）：

777770000」（以下「未コード化特定器材コード」という。）については、平成 29 年 3 月 31 日

を経過措置とし、新規特定器材コードとして「検査等で使用したガスの費用」等を設定するこ

とが、診療報酬情報提供サービスにおいて公表されたところです。

これにより、未コード化特定器材コードの経過措置等に伴う記録方法等が変更となりました

のでご留意願います。

（※）未コード化特定器材コードについては経過措置後、平成 29 年 4月診療分以降は使用

不可となりますので、それまでに新たな記録方法に切り替える必要があります。

（※）新設された特定器材コードは、平成 27 年 12 月診療分以降のレセプトで使用可能です。

１．新たな記録方法

（１）ＣＯ、ＣＯ２、Ｈｅ等のガスの記録

新設された特定器材コード「770090000：検査等で使用したガスの費用」を使用して

記録します。

（２）内視鏡フィルム等の現像料及び送料の記録

新設された特定器材コード「770100000：現像料」及び「770110000：送料」を使用して

記録します。

予め、「770100000」及び「770110000」の点数マスタの金額欄には金額を入力しておく

必要があります。
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２．新たな記録方法の対応

（１）ＣＯ、ＣＯ２、Ｈｅ等のガスの記録

その他材料コード「059XXXXXX」を使用した診療行為入力から、

特定器材商品名コード「058XXXXXX」を使用した診療行為入力に切り替える必要があり

ます。

（ア）特定器材商品名コード「058XXXXXX」の作成

切り替え月の１日を有効開始日とし、検査等で使用したガスの費用の特定器材

商品名コードを作成します。

（※）商品名称欄に内容（商品名及び規格又はサイズ）を入力します。

（※）金額欄に金額を入力します。

（※）単位コード欄に入力はしません。

（※）算定器材コード欄に「770090000」を入力します。

「770090000」の点数マスタの金額欄は０円のままにしておきます。

特定器材商品名コード作成例：

（イ）診療行為入力

検査等で使用したガスの費用は、作成した特定器材商品名コード「058XXXXXX」

を使用して入力します。

診療行為入力例：
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（２）内視鏡フィルム等の現像料及び送料の記録

特定器材商品名コード「058XXXXXX」を使用した診療行為入力に変更はありませんが、

内視鏡フィルム等の特定器材商品名コード「058XXXXXX」の金額を現像料・送料を含め

ない金額に変更する必要があります。点数マスタの有効期間を区切り、金額を変更します。

＜点数マスタの有効期間を区切る方法＞

点数マスタ設定画面の左上部にある「通常」を押下すると、「改正」に表示が変わります。

有効開始日を入力し、確定及び登録を行うと、自動で有効期間が区切られます。

（ア）特定器材商品名コード「058XXXXXX」の変更

切り替え月の１日を有効開始日とし、上記の方法で、内視鏡フィルム等の特定器材

商品名コードの有効期間を区切ります。各項目の内容は、以前の内容を引き継ぎま

すので、金額欄以外は変更不要です。

（※）金額欄の金額を現像料・送料を含めない金額に変更します。

（※）算定器材コード欄は内視鏡フィルムの場合は「700590000」です。

「700590000」の点数マスタの金額欄は０円のままにしておきます。

特定器材商品名コード変更例（内視鏡フィルムの場合）：
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（イ）診療行為入力

内視鏡フィルム等は、作成した特定器材商品名コード「058XXXXXX」を使用して

入力します。

現像料は、新設された特定器材コード「770100000」を使用して入力します。

送料は、新設された特定器材コード「770110000」を使用して入力します。

診療行為入力例：
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３．レセプト記載

上記診療行為入力を行った場合のレセプト記載

（※）算定器材コードの点数マスタの金額欄は０円のままとし、特定器材商品名コード

「058XXXXXX」に金額を入力した場合、

現在提供しているプログラムでは、括弧内の単価記載がされません。

平成 28 年 1 月 26 日パッチで対応を予定しています。

４．レセ電記録

上記診療行為入力を行った場合のレセ電記録

TO,60,1,770090000,3,6,1,037,21,,医療用ガス１号（Ｈｅガス）,,,,,,,1,（省略）

TO,60,1,700590000,1,58,1,006,580,,○△フィルム,,,,,,,1,（省略）

TO,,1,770100000,1,,1,002,600,,,,,,,,,1,（省略）

TO,,1,770110000,1,72,1,002,120,,,,,,,,,1,（省略）

※検査等で使用したガスの費用は、特定器材レコードに「770090000」を記録します。

「商品及び規格又はサイズ」の項目には、入力した「058XXXXXX」の商品名称欄の内容を

記録します。

※内視鏡フィルムは、特定器材レコードに「700590000」を記録します。

「商品及び規格又はサイズ」の項目には、入力した「058XXXXXX」の商品名称欄の内容を

記録します。

※現像料は、特定器材レコードに「770100000」を記録します。

※送料は、特定器材レコードに「770110000」を記録します。


